
Ⅲ－１

目
標

「仙台市特別支援教育推進プラン2023」に基づき、子ども一人一人を大切にした

教育の実施と、「共生社会」の実現に向けたインクルーシブ教育システムの構築を
両輪として、本市が目指す特別支援教育の実現に向け施策を推進する。

多様性に応じた教育機会の確保 ①
～特別支援教育の充実～

１ 現状と課題
令和6年度は、市立特別支援学校で約160名、小中学校の特別支援学級で約2、100名、通級

指導教室で約710名の児童生徒が学んでいる。通常の学級においては、発達障害及び発達障
害等の可能性のある児童生徒数がここ10年で約1.6倍に増加しており、全ての教員が特別支
援教育に対する理解を深め、資質・力量を向上させることが求められている。
子供一人ひとりの個別最適な学び・協働的な学びにつなげるには、教員一人一人が「障害

の社会モデル」を踏まえつつ、学校の教育力や教員の指導力を高め、「個別の教育支援計
画」や「個別の指導計画」の作成と活用を通した支援の実施と引継ぎ、学校・家庭・地
域・関係機関・施設等をつなぎ、子供を中心においた、継続的で一体的な切れ目ない支援
の充実を図ることが必要である。

２ 主な施策と学校での取組
（１）「仙台市特別支援教育推進プラン2023」（令和5年度～令和9年度）の推進

（２）学校での取組

特別支援教育推進資料
「個別の教育支援計画・指導計画を作って活かすための５つの大事なコト」 平成31年3月

「自分らしく のびのび いきいきと ～自己肯定感を大切にしたかかわり～」 平成31年3月
「気づいて 認めて 支えて 特別な配慮を必要とする子どもたち」 令和2年3月
「すぐできる！みんなができる！ＭＩＭ（ミム）による読みの指導」 令和3年3月
「学校における『合理的配慮』の提供 ～共に学び、共に輝くためのガイドブック~（小学校編）」 令和4年3月
「学校における『合理的配慮』の提供 ～共に学び、共に輝くためのガイドブック~（中学校・高等学校編）」 令和5年3月
「障害理解推進に向けて～『障害』って何だろう～」 令和6年3月
「仙台市の特別支援教育」 令和7年3月

仙台市の特別支援教育が目指す理念 

大切なひとり 共に生きるみんな 
基本方針Ⅱ たかめる
【施策】
D教職員の指導力・専門性の向上
E多様な教育的ニーズに応じた支援
の充実
F実践的研究の促進

基本方針１ ふかめる
【施策】
A児童生徒における相互理解の促進
B教職員における障害理解・障害者
理解の促進
C保護者・市民に対する特別支援教
育の理解促進

基本方針Ⅲ つくる
【施策】
G教育課程の適切な編成及び運用
H特別支援教育に関する教育環境の
整備（基礎的環境整備と合理的配慮
の提供）
I新たに現出する課題への対応

基本方針Ⅳ つなげる
【施策】
J切れ目のない一体的な支援の実現
K学校卒業後の社会参加の充実に向
けた支援
L本プランの理念の共有

基本方針１ ふかめる

多様性を認め合い、相互理解を
深めることで、子ども一人ひと
りが安全で、安心して過ごせる
学校・地域を目指します。

基本方針Ⅳ つなげる

学校・家庭・地域・関係機関・施
設等をつなぎ、子どもを中心にお
いた、継続的で一体的な切れ目の
ない支援の提供を目指します。

基本方針Ⅱ たかめる

学校の教育力や教員の指導力を
高め、子ども一人ひとりの個別
最適な学び・協働的な学びにつ
なげます。

基本方針Ⅲ つくる

持続可能で多様性に応じることの
できる教育資源を創出し、子ども
一人ひとりの学びと成長を支えま
す。
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多様性に応じた教育機会の確保 ②
～不登校支援の推進～

「不登校児童生徒の社会的自立や学びの多様化に向けた支援の充実」
Ⅲ－１

１ 現状と課題
新たな不登校児童生徒が生じないような魅力ある学校づくりや、校内外の居場所づくり、

不登校を長期化させないための初期対応の充実、長期的に欠席している児童生徒への社会的
自立を目指した支援の強化が必要とされている。

２ 主な施策と学校での取組
(1) 主な施策

① 登校渋りや学校不適応の初期段階から、支援できる校内体制づくりに努め、校内教育
支援センターである在籍学級外教室「ステーション」の設置拡充や、児童生徒が安心
感を持てるようきめ細やかな支援が可能となる別室対応の充実を図る。

② 家庭に引きこもりがちで、学校外の公的機関や民間施設等に通級していない不登校児
童生徒が、自宅において、ICT等を活用した学習を行った場合の、指導要録上の出席の
取り扱いに関するガイドラインや手続の流れ等を作成した。また、仙台市教育委員会
が提供する学習支援オンライン教材を活用できる仕組みを構築している。

⑵ 今後の見通し
学校外の公的機関や民間施設等との連携強化を図るとともに、学習支援として、学習者

用端末を家庭に持ち帰り、個別最適な学びとして、学習支援オンライン教材等を活用する
など、将来的な社会的自立や学びの多様化に向けた支援につなげる。

Ⅲ－１

目
標

日本語指導が必要な児童生徒に対する支援体制の充実を通して、社会的
に自立できる力を育成するなど、ダイバーシティのまちづくり実現に向け
た帰国・外国人児童生徒等への教育の充実を図る。

１ 現状と課題
日本語指導が必要な児童生徒等の増加に伴い、言語や生活などの文化的な背景の多様化

が進んでおり、個に応じた適切な支援が必要となっている。

２ 主な施策と学校での取組
(1) 主な施策

帰国・外国人児童生徒等指導協力者派遣事業やICTを活用した教育・支援、及び仙台
観光国際協会（SenTIA）等の関係機関との連携により、日本語指導が必要な児童生徒を
支援する。

(2)学校での取組
帰国・外国人児童生徒等の指導に当たっては、学校管理職や学級担任、帰国・外国人

児童生徒等指導協力者、SenTIA等との連携・協力を深め、当該児童生徒に応じた支援に
努める。

目
標

様々な事情から義務教育を修了しないまま学齢期を経過した方等への
教育機会を確保するため、夜間学級（夜間中学）での教育の充実を図る。

１ 現状と課題
様々な事情で義務教育未修了のまま学齢期を経過した方等に対して教育機会を確保する

ことが求められており、本市に設置された夜間学級において様々な学びの求めに応じた支援
を行う必要がある。

２ 主な施策と学校での取組
(1) 主な施策

夜間学級（夜間中学）においては、生徒の年齢や経験、勤労の状況等の実情により、
様々な配慮が求められることから、特別の教育課程を編成し実施する。

(2) 学校での取組
教育相談等により生徒一人ひとりのこれまでの就学状況を把握し、学習歴を踏まえた

指導の工夫や学び合いなど、夜間学級（夜間中学）における個に応じた学びの充実に努
める。

多様性に応じた教育機会の確保 ③
～様々な学びの求めに応じた支援の充実～

全ての児童生徒が豊かな学校生活を送り、安心して教育を受けられるよう、学校
における環境の確保を図る。

目
標

「帰国・外国人児童生徒等への教育」

「夜間学級（夜間中学）における個に応じた学びの推進」
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Ⅲ－２

目
標

多様化する教育ニーズに的確に対応するため、小・中学校の学級編成において弾力
的運用を実施するとともに、小学校教科担任制による指導体制の整備など、教職員が
これまで以上に児童生徒たちとしっかり向き合える体制づくりを推進する。

一人ひとりに向き合える環境づくり

１ 現状と課題

児童生徒を取り巻く課題の複雑化や教育ニーズの多様性など、教職員の負担は増大してい
る。そのような状況下においても教職員が児童生徒に向き合うことはすべての基盤であり、
児童生徒へのきめ細かな教育活動を推進できる体制づくりに努めていく必要がある。

２ 主な施策と学校での取組
（１）主な施策

〇 小中学校全学年における35人以下学級の実施
〇 小学校教科担任制による指導体制の整備

（２）学校での取り組み
〇少人数による児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな教育活動の推進
〇小学校教科担任制による専門性の高い教科指導の実現 等

１ 現状と課題
教職員の働き方改革への意識は浸透してきているものの、正規の勤務時間以外の在校等

時間は、依然として高い水準で推移しており、なお一層の働き方改革の推進が求められ
ている。また、社会情勢の変化にともない、教職員に求められる役割が多様化してきて
いることなどから、絶えず自らの資質・能力の向上に努めることが強く求められている。
教職員には、教育公務員としての自覚のもと、コンプライアンス意識をもって行動する
ことが必要不可欠であり、体罰・不適切な指導をはじめ、不祥事の根絶に努めなければ
ならない。

２ 主な施策と学校での取組
（１） 主な施策

〇 「仙台市学校・園 教職員の働き方改革 取組指針」をふまえた教職員の働き方改
革の推進

〇 令和5年12月策定の「仙台市立学校教職員人材育成基本方針」に基づき、教員の
キャリアステージに応じた研修体系を構築

〇 コンプライアンス研修資料「不祥事の根絶に向けて 実例演習」および「解説
編」の活用を奨励

（２） 学校での取組
〇 多忙化解消、校務改善に向けた取組の工夫
〇 教職員一人ひとりの力を最大限に引き出し、業務効率を向上させていくことを目

指した人事評価の実施
〇 スクール・コンプライアンスを含めたＯＪＴの推進
〇 体罰・不適切な指導防止ハンドブックの活用

Ⅲ－３

目
標

① 働き方改革を推進し、教職員が自らのワーク・ライフ・バランスを確保し
ながら、資質・能力の向上を図り、児童生徒が将来にわたり質の高い教育を
受けられるようにする。

② 「仙台市立学校教職員人材育成方針」に基づき、一人ひとりの教職員の指
導力や資質・能力を高め、教育活動の改善と学校の活性化を図る。

③ 教職員の公務員としての自覚のもと、スクール・コンプライアンス委員会、
研修会を定期的に開催し、服務規律の一層の定着を推進する。

魅力ある教職の実現
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